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難治性血管炎の医療水準・患者QOL向上に資する研究班 

分担研究報告書 

 
小児血管炎研究報告 

 
研究分担者   高橋 啓 東邦大学医療センター大橋病院病理診断科・教授 
研究協力者     宮前多佳子 東京女子医科大学医学部・准教授 

伊藤秀一 横浜市立大学医学部・教授 
神田祥一郎 東京大学医学部小児科・特任講師 
三浦健一郎 東京女子医科大学腎臓小児科・准教授 
服部元史 東京女子医科大学医学部・教授 
小林 徹  国立成育医療研究センター臨床研究センター  

データサイエンス部門・部門長 
鮎澤 衛 日本大学医学部小児科学系小児科学分野・准教授 
尾内善広 千葉大学大学院医学研究院公衆衛生学・教授 
岩田直美 あいち小児保健医療総合センター 免疫アレルギーセンター・ 

副センター長  
 
研究要旨 小児血管炎研究は、高安動脈炎、結節性多発動脈炎、ANCA 関連血管炎、川崎病を研究対象

疾患とし、中・小型血管炎臨床分科会、大型血管炎臨床分科会の中で研究を進めつつ、小児血管炎研究

を横断的に推し進める。高安動脈炎については女性患者の妊娠・出産に関する実態調査を行い中間解析

ながら特徴的な臨床像が明らかになってきた。ANCA 関連血管炎では診療ガイドライン作成に小児科の視

点で参加した。川崎病においては診断・治療ガイドラインの改訂を進めると共に、指定難病疾病追加申請を

行った。小児血管炎の診断基準・治療指針・重症度分類、小児から成人への移行期医療、妊娠・出産など

について小児・若年者血管炎の研究を進め、成人血管炎と対比することで小児血管炎の特徴を明らかにす

る。さらに、シンポジウム、公開講座などを企画、開催し啓発活動を行っていく。 
 

 
A. 研究目的： 

小児血管炎は稀少であるが故にその実態が明らかで

ない点が多い。小児科領域における難治性血管炎研

究を横断的に推し進め、小児難治性血管炎の特徴を

明らかにすること、小児血管炎に対する理解の普及・

啓発をはかること、診断・診療ガイドラインに反映させ

ることを目的とする。 
 

B. 研究方法： 

小児高安動脈炎、結節性多発動脈炎、川崎病、

ANCA 関連血管炎に関する研究を大型血管炎臨

床 分科会、および中・小型血管炎臨床分科会の

中で進める。 

1. 高安動脈炎 
1)大型血管炎コホート研究対象施設を中心として高

安動脈炎女性患者と妊娠・出産に関する実態調

査を行う。 

2)小児リウマチ疾患に対するトシリズマブ治療の中で

小児高安動脈炎の診断と治療、トシリズマブ療法

実施症例の集積を行う。 
3)成人期高安動脈炎との比較を行うことで小児の高

安動脈炎の特徴を明らかにする。 
2. 結節性多発動脈炎(PAN) 

中・小型血管炎臨床分科会PANワーキンググルー
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プにおいて活動を行う。 
3. ANCA 関連血管炎 

1)  ANCA 関連血管炎の診療ガイドライン作成に小

児血管炎研究として参加する。 

2)  関連学会においてワークショップを企画する。 
4. 川崎病 

1)  2019 年公表「診断の手引き第 6 版」をより広く理

解するための解説書を作成する。 

2)  関連学会による川崎病急性期および遠隔期治療    
ガイドラインの改訂作業に参加する。 

3)  欧米において川崎病との異同が注目されている

小児多系統炎症性症候群(MIS-C)の我が国にお

ける発生状況、川崎病の発生状況の実態調査を

行う。 

4)  川崎病性巨大動脈瘤の指定難病追加申請を行う。 
5. 小児血管炎疾患の啓発活動 

 小児血管炎の理解を広めるために、関連学会にお

いてシンポジウム、公開講座などの開催を試みる。 
 

C. 結果： 

1. 高安動脈炎  ： 
1) 「高安動脈炎女性患者と妊娠・出産の実態調査」

により症例が集積されつつあり、患者の疾患活

動性、心血管病変の有無、妊娠・分娩時の治療

状況、母体合併症、出生児転機などが解明され

つつある。 

2) 日本リウマチ学会、日本小児リウマチ学会編『小

児リウマチ疾患へのトシリズマブ治療の理論と実

際』作製にあたり、「小児高安動脈炎の診断と治療、

トシリズマブ使用下での疾患活動性の評価、治療

の実際」について本班小児血管炎研究協力者が

担当し準備を進めている。 

2. 小児結節性多発動脈炎(PAN)： 
PAN 治療ガイドライン作成ワーキンググループへ

参加し活動を行った。 
3. 小児 ANCA 関連血管炎： 

ANCA 関連血管炎の診療ガイドライン作成に小児

血管炎研究として参加し、『抗リン脂質抗体症候

群・好酸球性多発血管炎性肉芽腫症・結節性多発

動脈炎・リウマトイド血管の手引き 2020』の発行に

協力した。 
4.  川崎病： 

1) 2019 年 5 月公表の川崎病診断の手引き改訂第 6
版の解説書である『川崎病診断の手引き改訂第 6

版ガイドブック』の編集、執筆、発行に本班小児血

管炎研究担当者が編集委員、執筆者として参加

した。 
2) 日本循環器学会『川崎病心血管後遺症診断と治

療ガイドライン』および日本小児循環器病学会『川

崎病急性期治療のガイドライン』の執筆を本班小

児血管炎研究担当者が担当した。 
3) 日本川崎病学会運営委員に対し 2020 年 1 月から

10月における川崎病およびMIC-Sの発生状況を

アンケート調査した。川崎病は前年と比較して大

幅に減少している一方、MIS-Cの発生は確認でき

なかった。調査結果は日本川崎病学会ホームペ

ージに公開した。 
4)  重篤な川崎病後遺症を残した成人例に対する医      

療支援を行うため、小児慢性特定疾患「川崎病性   
冠動脈瘤」から継続した「川崎病性巨大冠動脈瘤」

を本班が代表申請組織となり関連 7 学会と共に指

定難病疾病追加申請を行った。 

5. 啓発活動・情報共有 
1) 第 56 回日本小児腎臓病学会 ワークショップ

「ANCA 関連腎炎の最新の知見」 2021 年 7 月予

定 

2) 第41回日本川崎病学会 本班、日本小児リウマチ  
学会、日本小児腎臓病学会、日本川崎病学会によ  

る小児血管炎に関する合同シンポジウム 2021 年

11 月予定 

D. 考察：  
1. 小児血管炎研究担当者は臨床分科会の中で研究  

を進めると共に、その情報を小児血管炎研究体制

の中で交換し共有している。 

2. 小児血管炎に関する公開講座、シンポジウムなど

を通じて小児血管炎のより一層の理解の普及・啓
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発を目指す。 
 

E. 結論： 
小児血管炎研究体制として各疾患について臨床分科

会の中で提案・計画がなされ、順次実施していく予定

である。 
 

F. 健康危険情報 

  なし 
 

G. 研究発表 
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（難治性疾患政策研究事業）難治性血管炎に関す

る調査研究 針谷正祥）診断と治療社 
2. 川崎病診断の手引きハンドブック 2020 日本川崎

病学会編、 診断と治療社, 2020 
3. 伊藤秀一. 紫斑病性腎炎. 腎疾患・透析 最新の  

治療 2020-2022 （山縣邦弘、南学正臣 編集）

P128-131, 南江堂, 2020 
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1. 根田 直子、宮前 多佳子, 中岡 良和, 針谷 正
祥. 第 64 回日本リウマチ学会総会. 2020.8. オン

ライン開催 
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濃度による効果の比較．第 123 回日本小児学会学

術集会 2020 年 8 月 神戸 
3. 坂田雄祐、服部成良 、林邉廉 西村謙一 、野澤 

智 、伊藤秀一：ガンマグロブリン不応川崎病に対
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16 回神奈川県川崎病研究会 2021.2 オンライン

開催 

4. 服部元史、三浦健一郎、神田祥一郎 2020年度第   
41 回日本アフェレシス学会学術大会シンポジウム

２：アフェレシスで血管炎に挑む小児領域の血管炎 
日本アフェレシス学会 

5. 尾内善広「川崎病の遺伝学からみたシクロスポリン  
療法」第 61 回日本脈管学会総会 シンポジウム 8 

「川崎病（血管炎）の病態と治療」2020.10 オンライ
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6. 尾内善広、真下陽一、濱田洋通「川崎病急性期～  
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